









Xp11.2 転座型腎細胞癌が 2004 年の WHO 分類に
出現し，2013 年の ISUP 分類では 6p21 転座型腎細
胞癌も国際分類に加えられ，ALK 転座型腎細胞癌
も暫定的疾患として紹介された．Xp11.2 転座型腎











2 染色体 Xp11.2 上に存在する TFE3 遺伝子が様々
な染色体上に存在する遺伝子と融合することによっ
て生じる腎疾患であり，パートナー遺伝子としては
染色体 17q25 上に存在する ASPL，1q21 上に存在
する PRCC，1p34 に存在する PSF，Xq12 に存在す
る NonO，17q23 に存在する CLTC などが知られて
いるが，3q23 上に存在する遺伝子は未だ判明して






































































































する必要性を伝えており，2014 年 6 月にチェコで開
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